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路
線
闘
争
が
深
刻
化

中嶋
嶺雄
「

東京外
大
教授J

f
現
代
中
国
学」

西
側
化
政
策
に
内
部
の
反
発

分
裂
と
み
た
い。
こ
れ
ま
で
も
保
革
派
が
胡
耀
邦
を
ス
ケ
l
プゴ
l
た
開
放
政
策
は、
結
果
的
に
よ
り

守
派、

霊需
の
対
立
は
言
わ
れ
ト
に
し
た
と
い
え
る。
佳
守
派
は
ラ
ディ
カ
ル
な、
共
産
主
義
そ
の

て
い
た。
し
か
し、
都
小
平
も
胡
意
安
強
く
し
て
い
る
が、
鄭
小
平
も
の
に
疑
問
を
投
げ
か
け
る
勢
力

耀
邦
も
同
じ

雲震
だ。
そ
れ
を
は
非
常
に
苦
し
い
立
場
に
置
か
れ
も
生
ん
だ。
そ
う
い
う
状
況
下

切
ら
さ
る
を
得
な
かっ
た
の
は、

て
い
る
と
思
う。
胡
耀
邦
は
郵
小
で、

権力
上
層
で
の
亀裂
が
起
き

路
線
闘
争
が
か
な
り
深
刻
化
し
て
平
が
自
分
の

「後継
者」
と
し
て
た。
だ
か
ら、
若
手
実
力
者
の一

い
た
こ
と
を
笠間っ
て
い
る。

い
た
人
物
で
あ
り、

今後、

後継
人
と
さ
れ
た
胡
啓
立
（

整属委

こ
の
と
こ
ろ、
中
国
の
対外
開
者
が
ど
う
な
る
か、
非
常
に
難
し
負・
書
記）
の
立
場
も、
当
然
崩

放
政
策、
経済
改革
は
う
ま
く
進
く
な
ろ
う。

，
れ
て
く
る
だ
ろ
う。

中
国
で
の
胡
耀
邦
総
書記
の
辞
ん
で
い
な
い
と
の
見
方
が
強
かっ

最
近
の
学
生
デ
モ
を
み
て
も
わ

こ
れ
に
よ
り、
中
国
が
急速
に

任
は、
ま
ず
郵
小
平
体
制
の
内
部
た
だ
け
に、
追
い
つ
め
ら
れ
た
改
か
る
よ
う
に、

改革派
が
導
入
し
進
め
て
き
た
対外
開
放
政
策、
経

【
北
京
十
六
日
共
同】
中
国
共

産

党中央
委
政

歯周拡
大
会
議
が

十
六
日
聞
か
れ
た。
会
議
で
胡
耀

邦総書記
が
在
職
中
に
党
の
集
団

指
導
の
原
則
に
違
反
し、
重
大
な

政
治
原
則
問
題
に
お
い
て
過
ち
を

犯
し
た
こ
と
を
検討
す
る
と
と
も

に、

党中央
に
対
し

総書記
職
務

か
ら
の
辞
任
を
承
認
す
る
よ－つ
要

請
し
た。
会
議
は
胡
同志
に
対
し

厳粛
な

同志的
批
判
を
行一っ
と
と

も
に、
彼
の
職
務
に
お
け
る
成
果

に
つ
い
て

も事実
に
基
づ

キ込旦疋

し
た。拡大
会
議
は
以
下
の
決
定
を
行

っ
た。

①
胡
耀
邦
同志
の
辞
職
要
請
を

全
会一
致
で
同
意
し
た
②

組紫陽

同
志
を

総書記
代
行
に
全
会一
致

で
推薦
す
る
③
以
上
の
二
項
目
の

決
定
は
次
期党
中
央
委
員
会
総
会

に
提
案、
追
認
を
求
め
る
④
胡
同

志
の
政
歯周
員
お
よ
び
政
治局
常

務委員
と
し
て
の
職
務
は
引
き
続

き
保持
さ
れ
る。

政

治周拡
大
会
議
は、
全
党
は

引
き
続
き
党
十一
期
三
中
総
会

（一
九
七
八
年
十
二
月）
以
来
の

党中央
の
路
線、

方針
お
よ
び
各

内
外
政
策
を
申重
し、
四
つ
の
基

本
原
則、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
自
由

化
反
対
を
堅持
し、
経済
建
設
を

中
心
と
し
力

を集中
し
て
社
会
生

産
力
を
発
展
さ
せ
る
こ
と

を唇務

し、
全
面
的
撃早
を
実
行
し、
対

外
開
放
と
国
内経

済活性
化
の
政

策
を
怒
涛
し、
社
会
主
義
の
民
主

を
発
展
さ
せ、
社
会
主
義
法
制
を

完
全
な
も
の
に
し、
愛
歯
統一一戦

線
を
う
ち
固
め
発
展
さ
せ、
全
党

の
同
志
お
よ
び
全
国
各
民
族
手動

員、

組織
し、
一
致
団
結
し、
刻

苦
奮
闘
し、
第
七
次
五
カ
年
計画

の
任
務
の
完
全

な実現
に
努
力
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い、
と
指摘
し

た。今
回
の

整局拡
大
会
議
に
出

席
し
た
の
は、
政
治
局
員
十
八

人、
同
候補
二
人、

中央
書記
局

員
四
人、

中央顧
問
委
責
任
者
十

七
人、

中央規

律審杏萎責任
者

二
人、
そ
の
他
の
同志
で
あ
る。

胡耀邦氏の横顔

昨
年
十
二
月
末
以
来
公
式
の
場

に
姿
を
見
せ
ず、
病
気
休
養
中
と

伝
え
ら
れ
て
い
た
が、
十
六
日
辞

任
に
追
い
込
ま
れ
た。

過去
二
回

の
失
脚体
験
を
含
め、
半
世
紀
に

及
ぶ
政
治経
歴
で、
常
に
行動
を

と
も
に
し
て
き
た
郷
小
平

中央顧

問
委
主
任
も
今
回
は
辞
任

を支持

し
て
お
り、
再
起へ
の
道
は
険
し

い。
ま
た
郵
氏
の
下
で
中
国
の
開

放・

改革

路線推
進
の
中
心
人
物

だっ
た
だ
け
に、
内
外へ
の
影
響

も
極
め
て
大
き
い。

郎
胡
路
線
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
部

氏
と
の
結
び
付
き
は
深
い。
一
九

三
七
年
に
延安
の
抗
日
軍
政
大
学

入
学
時
に
同
大
学
を
指導
す
る
紅

済改革
は、
か
な
り
遅
れ
る
だ
ろ

う。
こ
れ
ま
で
各
地
域
で
鉱
大
し

た
と
さ
れ
て
き
た
企
業
の
自
主
権

な
ど
も、
担
当
者
が
「
拡
さ
に

は
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
ま
い。

当
面、
中
国
は
厳
し
い
情勢
の
中

で
進
む
だ
ろ
う
が、
「
ブ
ル
ジ
ョ

ア
的
民
主」
と
「
社
会
主
義的
民

主」
の
よ
り
本
質
的
な
問
題
に
つ

い
て、
悩
む
こ
と
に
な
る
の
で
は

な
い
か。
こ
こ
二
｜一一一
年、
日
本
の
政
官

財
界
の
多
く
は、
中
国
と
の
関
係

が
「
う
ま
く
い
っ
て
い
る」
と
言

っ
て
い
た。
し
か
し、
内
部
的
に

は
矛
盾
が
あっ
た
わ
け
だ。

こ
の
こ
と
は、

富
覆
政
権
に

も
重大
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性

が
あ
る。
中

曽根首
相
は
胡
熔
邦

と
家
族
ぐ
る
み
の
つ
き
あ
い
を
し

て
お
り、
日

中友好
二
十一
世
紀

委員
会
（
八
四
年
三
月
の
中
曽根

訪
中
の
際
に
首
脳
会談
で
具
体
的

に
発
足）
に
も、
胡
耀
邦
が
出
て

い
た。
中
曽根
首
棺
は
先
の
訪
中

で
明
治
維
新
を
引
き
あ
い
に
出

し、
「
日
本
で
も

霊長
が
勝っ

た」
と
発言
し
て
い
る。

中

曽根首
相
は
い
わ
ば
タ
カ
派

で
あ
り、
中
国
国
内
で
は
胡
耀
邦

批
判
と
同
時
に、
そ
う
い
う
問
題

も
論
議
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か。

今後
は、
日
本
と
の
関
係
も、

米
国
と
の
関
係
も
微
妙
な
面
が
出

て
く
る
だ
ろ
う。
こ
れ
ま
で、
西

側
は
チ
ャ
イ
ナ・
カ
ー
ド
政
策

（
中
国
を
・
西
側
化e
し
対
ソ
連

戦
略
に
利
用
す
る）
を
進
め
て
き

た
が、
郵
小
平
路
線
が
揺
ら
い
だ

こ
と
は、
中
国
指
導
部
内
で
そ
れ

に
対
す
る
反
発
が
強
まっ
た
か
ら

で
は
な
い
か。
自
民
党
の
竹
下
幹

事
長
に
対
し、
郡
小
平
ら
が
日
本

の
軍事
費一
%
枠
突
破
（
六
十
二

年度予
算
案〉
に
強
い
懸念
を
表

明
し
た
の
も、
一
つ
の
表
れ
だ。

中
国
は
今後、
「
社
会
主
義
は
社

会
主
義
で
い
か
ざ
る
を
得
な
い」

と
の
立
場
か
ら、
東
欧
諸
国
な
ど

と
の
関
係
を
緊密
に
す
る
可
能
性

が
あ
る。
郵
小
平
の
ワ
ン
マ
ン
体
制
に
は

問
題
が
あ
る
が、

急激
な
対外
開

放
政
策
に
歯
止
め
が
か
け
ら
れ
る

と
す
れ
ば、
中
国
自
身
に
とっ
て

は
良
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い。
冷

蔵
庫
や
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
な
ど
西
側

の
製品
が
ど
ん
ど
ん
入
り
込
ん
で

く
る
こ
と
を、
面
白
く
な
く
思っ

て
い
た
人
も
少
な
く
な
い
は
ず

だ。
国
の
改
革
は、
や
は
り
着
実

に
や
る
こ
と
が
大
切
で
は
な
い

か。

（
談・

敬称略）

氏
と
同一
軌
跡
を
た
どっ
た。

況
を
見
な
が
ら、
必
要
に
応し
て

一丹
復
活
後
は
郵
氏
の
民
主
化・

保
守
派
と
の
妥協
も
図
り、
路
線

霊串路
線
の
片
腕
と
し
て
活
躍、

を
守
る
分
担。
こ
の
た
め、
七
九

八
O
年
二
月
に
は
党
中
央
総
書
年
宣
伝
部
長
当
時
の
文
芸
開
放
で

記、
八一
年
六
月
に
は
華
国
鋒氏
は
八
O
年
後
半
以
降、
保
守
派
の

に
代
わっ
て
主
席
に
就
任
し
た。

標的
に
なっ
た
し、
今
回
は
経済

八
二
年
九
月
の
党
大
会
で
の
規
約

改革
に
は
政
治
改革
が
必
要
と
力

改
正
で
主
席
制
を廃
止、
公
式
上
説
し
た
こ
と
が
裏
目
に
出
た
よ
う

だ。
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小柄
な
体
な
が
ら
共
青
団
時
代
に

鍛
え
た
鋭
い
茸古
は
有
名。
日
本

の
ト
ッ
プ
で
あ
る
総
書記
に
なっ

園
内
の

復古調
を
「
誤
国
主
義」

た。
し
か
し
新
設
の

中央顧
問委
と
決
め
付
け
た
よ
う
に、

改革
を

主
任
に
なっ
た
郵
氏
が
実
力
ナ
ン
め
ぐ

る発言
は
常
に
激
し
く、
長

パ
1
ワ
ン
で
あ
る
こ
と
は
自
他
と
老
か
ら
の
反
感
を
強
め
た
と
の
見

も
に
認
め
て
い
た。

方
も
あ
る。

塞挺
に
は
七
八
年来

二
人
の
役
割
は
餅
氏
が
常
に
新
日
し
た
李
昭
夫
人
と
の
聞
に
回

路
線
の
突
破
役
を
務
め
て
い
た
の
子。

湖南省
出
身、
七
十二
歳。

に
対
し、
郵
氏
は
周
囲
の
政治
状

軍
（
人
民
解
放
軍）
政
治
部
に
い

た
の
が
郵
氏。
い
わ
ば
師弟
の
関

係
が
始
ま
り、
以
来、
抗
日
戦、

国
共
内
戦
を
通
じ、
と
も
ど
も
軍

の
政
治
畑
を
歩
む。

解

扮「後も
四
川
省
で
活
動
を
共

に
し、
五
二
年八
月
副
首
相
に
な

っ
た
郵
氏
の
後
を
追
う
よ
う
に
北

京
に
行
き、
新
民
主
主

義者年
団

（
共
産
主

義青年団
の
前
身）
の

中央
書
記
に。
胡
啓
立
政
治
局員

と
共
青
団
人
脈
は
こ
の
と
キ』形
成

さ
れ
る。
六
六
年
か
ら
の
文
化
大

革命
で
の
失
脚
七
0
年代
初
め

の
復活、
七
六
年
天
安
門
事
件
後

の

失脚、
七
七
年
の
再復
活
と
郵


